
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・江戸川っ子study week!
の実施
・東京ベーシックドリルの
活用

・東京ベーシックド
リル診断シート正答
率が70％以上

・デジタルドリルの活用
・学校と民間事業者による
放課後補習教室の実施

・児童アンケート
「授業は分かります
か」で肯定的回答
85％以上

・読書科校内研修会の実施
・学校応援団、司書と連携
た読み聞かせの実施

・児童アンケートの
読書に関する項目で
数値向上

・体育科の授業における
「春江準備運動」の実施

・児童アンケート
「運動が好き」につ
いて80％以上が肯
定的回答

・「風の子運動」「元気ッ
ズタイム」「なわとびチャ
レンジウイーク」を生かし
た体力の向上

・取組カードを
100％の児童が活用

・校内委員会における個に
応じた指導、支援体制の整
備
・校内研修の実施

・月1回校内委員会
を実施
・校内研修年1回の
実施

・個別対応ができるエンカ
レッジルームの計画的運営

・全教員で行う組織
的な対応

・年間指導計画に基づいた
交流、共同学習の実施
・全児童対象の理解教育の
実施

・特別支援学級との
交流学習を前年度よ
り増加、理解教育を
年1回実施

・縦割り班活動（異学年交
流）の年間通じての実施

・児童アンケート
「他の学年との関わ
り」で80％以上の
肯定的回答

・いじめ防止に特化した授
業年3回以上の実施

・児童アンケート
「学校が楽しい」の
肯定的回答が90％
以上

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立春江小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標 ・進んで学ぶ子　・じょうぶな子　・思いやりのある子
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・笑顔とやる気とやさしさあふれる学校
・主体的に学び、考え、行動できる子　　　自分を大切にし、他を思いやることのできる子
・子供のことを第一に考える教師　子供のよきモデルとなる教師　互いに協力し合い、認め合い、高め合う同僚
　性の意識が高い教師

前年度までの本校の
現状

・地域、保護者と連携した教育活動の実施
・校内研究（国語科）全学年研究授業の実施、春江塾（教員研修）実施による授業力の向上
・異学年交流の実施による、交流活動の充実

・学力向上
・組織的学校運営の充実
・さらなる教員の授業力向上

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施

学
力
の
向
上

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

〇エンカレッジルーム
の活用促進

〇副籍交流、特別支援
学級との交流及び共同
学習の実施・充実

〇個に応じた体力向上
のための取組の実施・
充実

体
力
の
向
上

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇豊かな心の育成



・スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワー
カーとの連携強化

・児童アンケート
「学校が楽しい」の
肯定的回答が90％
以上

・学校ホームページにおい
て各学年ごとに1～２週間
に1回以上更新する。

・保護者、地域のア
ンケートで80％以
上の肯定的回答

・学校評議員会における意
見交換

・年3回実施

・児童、保護者、地域に向
けて教育活動についてのア
ンケートの実施（2学期）

・保護者アンケート
で「わからない」の
回答が前年度より減
少

・スクールサポートスタッ
フ、副校長補佐の活用促進

・全教員による効果
的な活用

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇教育相談の強化

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校ホームページの
充実

〇学校関係者評価の充
実


